
先
日
の
あ
ら
か
わ
区
報
（
５
月
21
日
号
）
に
、
次

の
よ
う
な
興
味
深
い
記
事
が
あ
り
ま
し
た
。
『
松
尾

芭
蕉
が
奥
の
細
道
に
旅
立
っ
て
か
ら
今
年
で
３
２
０

年
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、
芭
蕉
が
た
ど
っ

た
ゆ
か
り
の
地
の
自
治
体
が
共
同
で
カ
ー
ド
ラ
リ
ー

を
行
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
自
治
体
は
、
そ
れ
ぞ
れ
違
っ

た
絵
柄
の
ご
当
地
カ
ー
ド
を
発
行
す
る
予
定
で
す
。
』

と
い
う
も
の
で
す
。

俳
句
と
い
え
ば
、
真
っ
先
に
芭
蕉
を
思
い
浮
か
べ

る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
私
も
、
小
・
中
学
生
の

頃
、
国
語
や
歴
史
の
授
業
で
、
「
五
月
雨
を

集
め

て
早
し

最
上
川
」
や
、
「
閑
か
さ
や

岩
に
し
み

入
る

蝉
の
声
」
、
そ
れ
か
ら
「
夏
草
や

兵
ど
も

が

夢
の
跡
」
と
い
っ
た
句
を
習
っ
た
こ
と
を
覚
え

て
い
ま
す
。
も
っ
と
も
、
肝
心
の
文
学
的
側
面
や
、

歴
史
的
背
景
よ
り
も
、
む
し
ろ
一
種
の
紀
行
文
と
し

て
、
ど
の
場
所
で
詠
ま
れ
た
句
で
あ
る
か
と
い
う
こ

と
ば
か
り
を
気
に
し
な
が
ら
授
業
を
受
け
て
い
た
気

が
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
私
が
幼
少
の
頃
か
ら
地
図
を

眺
め
た
り
、
実
際
に
旅
行
に
出
る
の
が
好
き
で
、
得

意
な
教
科
が
地
理
で
あ
っ
た
こ
と
に
拠
る
と
こ
ろ
が

大
き
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
回
の
カ
ー
ド
ラ
リ
ー
に
つ
い
て
、
詳
細
を
調
べ

て
み
ま
し
た
。
①
参
加
自
治
体
は
、
以
下
の
通
り
。

【
東
京
都
】
荒
川
区
・
足
立
区
。
【
埼
玉
県
】
草
加

市
・
春
日
部
市
。
【
栃
木
県
】
栃
木
市
・
鹿
沼
市
・

大
田
原
市
。
【
福
島
県
】
福
島
市
。
【
宮
城
県
】
岩

沼
市
・
松
島
町
。
【
岩
手
県
】
一
関
市
・
平
泉
町
。

【
山
形
県
】
最
上
町
・
尾
花
沢
市
・
大
石
田
町
・
鶴

岡
市
・
遊
佐
町
。
【
秋
田
県
】
に
か
ほ
市
。
【
新
潟

県
】
出
雲
崎
町
。
【
富
山
県
】
朝
日
町
・
入
善
町
。

【
石
川
県
】
小
松
市
。
【
福
井
県
】
敦
賀
市
。
【
岐
阜

県
】
関
ヶ
原
町
・
垂
井
町
・
大
垣
市
。
以
上2

6

自
治
体

は
奥
の
細
道
の
中
で
俳
句
が
詠
ま
れ
た
地
域
。
あ
と
２

つ
は
、
【
東
京
都
】
江
東
区
…
出
立
の
地
。
【
三
重
県
】

伊
賀
市
…
芭
蕉
生
誕
の
地
。
以
上2

8

自
治
体
で
、
ご
当

地
カ
ー
ド
を
配
布
す
る
の
で
、
そ
れ
を
集
め
る
の
が
こ

の
ラ
リ
ー
で
あ
る
。
②
特
典
は
、
カ
ー
ド
を
５
種
類
以

上
集
め
る
と
、
大
垣
（
＝
奥
の
細
道
の
結
び
の
地
）
に

て
認
定
証
・
記
念
品
を
も
れ
な
く
贈
呈
。
全2

8

種
類
を

集
め
る
と
、
さ
ら
に
特
別
賞
が
贈
呈
。
③
条
件
は
、

「
旅
立
ち
の
地
（
荒
川
区
ま
た
は
足
立
区
の
ど
ち
ら
か

片
方
）
」
と
、
「
結
び
の
地
（
大
垣
市
）
」
の
二
つ
の

カ
ー
ド
を
必
ず
集
め
る
こ
と
と
、
期
限
が
今
年
の1

0

月

1
8

日
ま
で
（
＝
芭
蕉
が
結
び
の
地
で
あ
る
大
垣
に
着
い

た
日
）
で
あ
る
こ
と
。

旅
行
好
き
な
私
に
と
っ
て
、
こ
の
企
画
は
チ
ャ
レ
ン

ジ
決
定
！
で
す
。
早
速
、
荒
川
区
と
足
立
区
の
カ
ー
ド

を
入
手
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
目
指
す
は
パ
ー
フ
ェ

ク
ト
。
ま
さ
か
芭
蕉
の
よ
う
に
歩
い
て
行
く
わ
け
に
も

行
か
な
い
の
で
、
そ
れ
な
り
に
交
通
費
は
か
か
り
ま
す

が
、
そ
こ
は
Ｊ
Ｒ
の
青
春1

8

き
っ
ぷ
を
使
っ
た
り
し
て

工
夫
し
ま
す
。
出
来
る
だ
け
車
は
使
い
ま
せ
ん
。
あ
ま

り
安
直
に
訪
ね
る
の
も
、
達
成
感
や
印
象
の
薄
い
旅
に

な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。
つ
い
で
に
、
文
庫
本
「
お

く
の
ほ
そ
道
」
も
一
昨
日
入
手
し
て
、
あ
ま
り
関
心
が

な
か
っ
た
古
典
文
学
の
世
界
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

な
お
、
大
垣
市
役
所
商
工
観
光
課
の
清
水
様
か
ら
親

切
に
ご
協
力
を
頂
き
、
当
店
に
こ
の
ラ
リ
ー
の
詳
細
チ

ラ
シ
を
用
意
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
当
地
カ
ー

ド
の
設
置
場
所
等
が
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。
興
味
の
あ

る
方
、
ご
入
用
の
方
は
、
ど
う
ぞ
当
店
に
お
越
し
下
さ

い
。
【
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

佐
藤

祐
一
郎
】

◆
メ
ガ
ネ
の
サ
ト
ウ
◆

南
千
住
５
丁
目
43
の
13
【
コ
ツ
通
り
】

℡
０
３
（
３
８
０
６
）
４
９
３
０

★
休
業
日
・
営
業
時
間
の
ご
あ
ん
な
い
★

【
６
月
・
７
月
は
、
毎
週
火
曜
日
が
休
業
日
で
す
】

平
日
・
土
曜
…
AM
10
時
～
PM
7
時
30
分

日
曜
・
祝
日
…
AM
11
時
～
PM
6
時
30
分

メガネの

祐一郎君の
アドバイス

奥
の
細
道
紀
行
３
２
０
年
記
念

都
立
産
業
技
術
高
専

も
の
づ
く
り
工
学
科
・
吉
田
喜
一

高
専
の
目
的
は
大
学
と
比
べ
て
、

「
実
践
的
技
術
教
育
」
・
「
総
合
型
技

術
者
」
・
「K

n
o
w

H
o
w

型
技
術
者
」
養

成
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
「
課

題
解
決
型
技
術
者
」
養
成
と
唱
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
教
育
に
ふ
さ
わ
し
い

催
し
と
し
て
22
年
前
か
ら
始
ま
っ
た
Ｎ

Ｈ
Ｋ
ア
イ
デ
ア
対
決
高
専
ロ
ボ
ッ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
（
高
専
ロ
ボ
コ
ン
）
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。
年
末
年
始
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
繰

り
返
し
放
送
さ
れ
、
高
専
の
認
知
度
を

高
め
て
く
れ
ま
す
。
私
は
２
０
０
３
年

度
・
第
16
回
目
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
高
専
ロ
ボ

コ
ン
の
競
技
委
員
会
・
専
門
委
員
を
仰

せ
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
ロ
ボ
コ
ン
生
み

の
親
の
森
政
弘
先
生
、
清
水
優
史
先
生
、

N
H
K

関
係
者
と
、
そ
し
て
高
専
関
係
者
の

１
人
と
し
て
競
技
委
員
会
・
専
門
委
員

と
し
て
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
競
技
ル
ー

ル
を
決
め
た
り
、
学
生
か
ら
の
質
問
に

対
す
る
ル
ー
ル
解
釈
を
競
技
委
員
会
の

皆
さ
ん
と
検
討
し
ま
す
。
ロ
ボ
コ
ン
本

番
の
時
は
重
量
、
寸
法
等
の
計
量
や
時

間
管
理
・
計
測
を
行
い
、
試
合
中
に
は

イ
ン
カ
ム
を
使
っ
て
、
審
判
に
色
々
指

示
を
す
る
係
で
す
。

前
年
度
末
に
競
技
委
員
会
で
ル
ー
ル

を
決
め
，
４
月
各
高
専
に
発
表
し
ま
す
。

例
年
６
月
末
頃
ま
で
に
各
校
が
４
つ
以

内
の
ア
イ
デ
ア
を
提
出
し
、
７
月
に
競

技
委
員
会
が
２
つ
を
選
び
ま
す
。
学
生

諸
君
は
ど
の
高
専
も
『
夏
休
み
』
返
上

で
設
計
、
製
図
，
部
品
加
工
，
組
み
立

て
，
調
整
，
改
良
，
再
設
計
・
・
・
を

繰
り
返
し
ま
す
。
10
月
か
ら
始
ま
る
地

区
大
会
で
優
勝
し
た
マ
シ
ー
ン
と
審
査

員
推
薦
チ
ー
ム
が
全
国
大
会
に
出
場
し

ま
す
。
11
月
下
旬
～
12
月
初
旬
の
、
大

相
撲
九
州
場
所
で
国
技
館
が
空
い
て
い

る
千
秋
楽
の
日
に
全
国
大
会
が
行
わ
れ

ま
す
。
そ
の
模
様
は
年
末
・
年
始
に
Ｎ

Ｈ
Ｋ
で
放
送
さ
れ
ま
す
。
視
聴
率
は
こ

の
種
の
技
術
番
組
と
し
て
は
比
較
的
高

く
、
高
専
の
存
在
を
知
ら
し
め
て
く
れ

ま
す
。
総
じ
て
大
変
さ
わ
や
か
な
マ
シ
ー

ン
や
感
動
的
な
マ
シ
ー
ン
を
披
露
し
て

く
れ
ま
す
。
秋
か
ら
か
ら
冬
に
か
け
て

地
区
大
会
、
全
国
大
会
参
加
で
筆
者
は

４
、
５
回
の
土
・
日
が
つ
ぶ
さ
れ
ま
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
高
専
ロ
ボ
コ
ン

吉田喜一
教授の
ものつくり
工学便り


